
























の小児がん患児のご家族のための個別相談会を毎月 1回実施し， 2 )約 1週間にわたる病院ボ
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写真 2 入院患児のための絵本
医療側の柔軟な姿勢と私たちのようなボランティア活動への理解なしには，このような活動
を続けることが難しいことはもちろんである。今後ともに質の高い活動を提供することによっ
て，医療スタッフと信頼関係を築いてゆきながら，同時に，医療スタッフとは違った視点をも
って患児とそのご家族に関わってゆくことが，重要だと考えている。
注
1) 小児看護の領域では，不安などの心理的混乱を緩和するために絵本などを用いて医療処置の内容をあらか
じめ子どもに説明することを，プレパレーションと呼ぶ。
2) 才藤千津子他(2011)公益財団法人三菱財団提出5小児がん患児・家族の7こころのケア8の基礎的研究と
応用プログラムの開発6研究活動報告書より
3) 才藤千津子・中村信博・小崎眞・藤原翔子(2012)5小児病棟における学生ボランティアの活動から─全人
的人間理解の可能性67同志社女子大学総合文化研究所紀要8第29号，pp. 50-69.
この報告は，古賀友紀・住江愛子・大場詩子・原寿郎・才藤千津子5九州大学病院における小児がん患児・
ご家族に対する入院オリエンテーション絵本およびグリーフパンフレットの紹介6(第18回九州山口血液・腫瘍
研究会，2012年 6月)，また才藤千津子5入院患児のご家族のためのボランティア相談活動7ぶどうの会8活動
報告6(第19回九州山口血液・腫瘍研究会，2013年 6月)で，筆者や病棟医師たちによってなされた発表をまと
めたものである。
また本稿に記述されている活動は，2009(平成21)年度公益財団法人三菱財団社会福祉助成と2013(平成25)年
度公益財団法人正力厚生会によるがん患者団体助成事業活動助成，2013(平成25)年度同志社女子大学教育基金
助成による援助を得て実施されたものである。
小児がん患児とご家族のためのサポート活動5ぶどうの会6と絵本・パンフレット作成活動報告
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